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7月18日～11月15日 
丹後＆久美浜の夏の行事 丹後＆久美浜の夏の行事 丹後＆久美浜の夏の行事 

■7月19日は、夕日ケ浦海岸で大イベント。 
　ご検索ください。 
■7月19日は、夕日ケ浦海岸で大イベント。 
　ご検索ください。 

 

千日会 （せんにちえ：如意寺本尊会） 

　如意寺：十一面観世音菩薩の本尊会である「千
日会」は、毎年、８月９日です。今年は日曜日
にあたります。 
　例年通り、久美浜湾では、午後7時半より「花
火・灯籠流し・大文字焼き」が行われ、町にも
露店が出たり、灯籠で飾られるなど、風情ある
久美浜の「幽玄の火の祭典」となります。お誘
い合わせお参り下さい。通常通り、寺の前まで
車を乗り入れることができます。 
午後7時：法要（本堂）、千日会護摩（不動堂）
千日会護摩（千円）、祈願・供養灯籠（千円・海に
流します）も是非、お申
し込み下さい。
（事前でも当日でも随
時に。Fax，メールOK）
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洩
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史
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踏
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健康に生きる／人生は苦だからこそ
楽しく／「お陰様」とは／人とつなが
る生き方　などで、場合によってあ
らゆる話題が出ます。「寿命が延びま
した」、「本当に元気が出ました」な
どの感想を寄せていただいています。 

「海の京都博」。京都北部各地でイベントが 
あります。久美浜では、この間、遊覧船が
一日3回久美浜～小天橋を往復。200円バ
スで移動自由。「海の京都京丹後エリア：神
の箱庭コンセプトツアー」（日）募集中。 
◆申込先：京丹後市観光協会 

8月3日～7日 
全国高校総体カヌー大会が、門前の湾で実 
施。延2千人来場。 
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「如意寺だより」は、年四回発行します。郵送ご希望の方は、下記へ何らかの方法でご連絡下さい。無料でお送りします。「たより」をお友だちにもご紹介下さい。

◆ 自分はできなくても、立派な人を応援することも立派な仕事です。 
◆ 人生を損得で考えてはいけない。利益は結果である。 
◆「なるほど、なるほど」 

　インドでは、仏教以前から「輪廻と業」の思想が広く根づいていました。過

去世によって現世のあり方が決まり、現世の生き方によって来世が決まる。こ

れを永遠に繰り返すという世界観です。これが初期仏教に引き継がれ、「六道輪

廻」になります。すなわち、六つの世界（天・人・修羅・畜生・餓鬼・地獄）

があり、生前の生き方によって次の輪廻の転生先が決まるというのです。修行

によりこれらの苦しみから解脱（悟りを開く）することが仏教の目的であり、そ

れが涅槃（安らぎの境地）です。正しいものの見方や清らかな生き方に導くため

に、釈尊（お釈迦様）はこのような考え方を仏教に取り入れられたのです。 

　仏教ではさらに「因果応報」を唱えます。あらゆる出来事にはそれなりの原因と結果がある。よい行いをすれ

ば必ずよい報いがあるし、その逆は逆です。しかもそれは、現世だけでなく、時間を超えて作用するので、ご先

祖がかつて為した善行や悪行が子孫に影響することもありうると説きます。「業」です。逆に言えば、その原因に

気づいて除去すればそこから抜け出すことも可能となります。同時に、ご先祖への感謝や供養の大切さもわかり

ます。 

　しかし、悪いことが続くと、つい何でも「前世」や「悪霊」のせいにしたり、

オカルト的な考え方に走る人もいます。これは大変危険なことです。これは、仏

教でいう三毒（貪嗔癡）の癡にあたります。癡とは、迷妄（物事の道理に暗く、実体

のないものを真実のように思うこと）、すなわち正しい判断ができなかったり、他

に責任転嫁をしたりすることです。｠人生の多くのできごとは因果関係で説明がつ

きますが、それだけではどうしても説明のつかないことも生じます。そういうと

きには、「前世の業かもしれないな」とか、「こういうこともあるんだな」と考え

る程度でよいのです。「あ、そうか」で終わる。あまり深入りしないことが大切

です。 

　言い換えれば、それが「今を生きる」ということにもなります。過去への深い思い、感謝、恩を忘れないなど

のことは人として大切です。しかし、どうしようもない過去や未来のことをいつまでも思い悩むのでなく、今ど

うするのかを考えて実行せよと、仏教は説きます。過去の邪気も未来の邪気もないのが無邪気です。心を清らか

にしてまっすぐに、ものごとに向き合う。そうすれば清々しい景色が目の前に開けてきます。心が変わればすべ

てが変わります。解決法も見えてきます。「仏さま」の加護も増えていくにちがいありません。 

　悩みや病気は、気づきと成長の機会でもあります。いろいろなことがありますが、今、人生の真っただ中を生

かさせていただいています。それだけでも、私どもは“すでに救われている”のではない

でしょうか。マイナスでなく最低限ゼロ地点にいるのです。そう考えれば、何をやっても

これからはプラスの世界となります。周りの人や仏さまに、感謝の気持ちを持って日々を

過ごしたいものです。「輪廻・業」に思いを馳せながらも、「今を大切に生きる」ことが

最も大切だと思われます。（今回、“輪廻”の記事をご希望の方にお応えしました。） 
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